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外
国
人
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
切
替
制
度
の
悪
用
防
止
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

私
が
提
出
し
た
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
一
七
第
五
六
号
。
以
下
「
本
件
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

「
「
外
国
免
許
切
替
者
と
そ
れ
以
外
の
者
の
交
通
事
故
」
に
関
す
る
実
態
の
把
握
を
始
め
、
お
尋
ね
の
「
交
通
事
故
を
起
こ
す

危
険
性
」
の
定
量
的
な
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
」
、
「
「
ホ
テ
ル
等
を
住
所
と
し
て
本
邦
の
運
転
免
許
証
の
取
得
」
を

し
た
こ
と
に
よ
る
「
事
件
・
事
故
の
捜
査
や
反
則
金
の
納
付
等
」
へ
の
「
支
障
」
に
つ
い
て
は
、
（
中
略
）
そ
の
有
無
を
含

め
、
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
」
な
ど
の
答
弁
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
令
和
元
年
に
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
た
イ
タ
ル
ダ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ

ｏ
．
一
三
二
に
よ
れ
ば
、
「
観
光
・
娯
楽
目
的
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
相
対
事
故
率
」
は
、
日
本
人
が
二
・
五
で
あ
る
の
に
対
し
、

居
住
外
国
人
が
日
本
人
の
約
四
倍
（
九
・
七
）
、
訪
日
外
国
人
が
日
本
人
の
五
倍
以
上
（
十
三
・
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
か
ら
は
、
外
国
人
の
方
が
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
は
日
本
人
に
比
べ
て
顕
著
に
高
く
、
両
者
の
運
転
の
安
全
性
の
水
準
に

大
き
な
差
が
あ
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
状
況
を
前
提
と
す
れ
ば
、
簡
易
的
な
運
転
知
識
等
の
確
認
で
は
、
通
常
の
運
転

免
許
試
験
を
受
け
た
者
と
同
水
準
の
運
転
知
識
及
び
運
転
能
力
を
有
す
る
こ
と
の
証
明
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

 

ま
た
、
前
回
の
質
問
六
に
対
す
る
答
弁
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 



 

２ 

 

 
以
上
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。 

一 
外
国
免
許
切
替
者
が
国
外
で
自
動
車
等
を
運
転
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
事
例
が
多
発
す
れ
ば
、
本
邦
の
運
転
免
許
証
の

信
用
が
大
き
く
失
墜
す
る
事
態
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
は
、
外
国
免
許
切
替
者
が
日
本
国
外
で
起
こ

し
た
交
通
事
故
の
実
態
（
交
通
事
故
の
発
生
件
数
等
）
を
把
握
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
把
握
し
て
い
な
い
場

合
、
そ
の
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

本
邦
に
お
け
る
日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
の
差
に
つ
い
て
は
、
前
記
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
相
対

事
故
率
が
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。
政
府
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
日
本
人
と
外
国
人
の
相
対
事
故
率
の
違

い
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
最
新
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。 

三 

い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
基
づ
く
国
際
運
転
免
許
証
を
発
給
し
て
お
ら
ず
、
「
我
が
国
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
免
許
制
度
」
を
有
し
て
い
る
国
に
も
該
当
し
な
い
国
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
の
運
転
免
許
保
有
者
が
本
邦
で
自
動

車
等
を
運
転
す
る
際
に
は
、
本
邦
の
運
転
免
許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
外
免
切
替
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
外
免
切
替
制
度
に
お
け
る
運
転
知
識
等
の
確
認
は
、
通
常
の
運
転
免
許
試
験
に
比
べ
て
簡
易
的
な
も
の
で
あ

る
た
め
、
外
免
切
替
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
交
通
規
制
、
交
通
事
情
や
運
転
免
許
試
験
の
水
準
の
違
い
等
を
考
慮
し
て



 

３ 

 

対
象
国
を
限
定
し
、
対
象
外
の
国
の
運
転
免
許
保
有
者
に
つ
い
て
は
通
常
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

政
府
は
、
本
件
答
弁
書
に
お
い
て
、
運
転
免
許
証
の
券
面
に
、
短
期
滞
在
者
の
滞
在
予
定
期
間
（
申
請
時
の
添
付
書
類
に

記
載
さ
れ
た
も
の
。
以
下
「
滞
在
予
定
期
間
」
と
い
う
。
）
を
表
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
運
転
免
許
証
の
券
面
に
在
留
期
間
や
滞
在
予
定
期
間
（
以
下
「
在
留
期
間
等
」
と
い

う
。
）
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
、
何
か
具
体
的
な
問
題
が
生
じ
る
お
そ
れ
は
あ
る
か
。
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た

い
。 

五 

道
路
交
通
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
、
運
転
免
許
証
に
は
、
免
許
を
受
け
た

者
の
住
所
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
住
所
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
目
的
は
何
か
。 

六 

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
、
免
許
証
の
有
効
期
間
の
末
日
が
記
載
事
項
と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
在
留
期

間
等
に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許
証
の
券
面
か
ら
は
判
別
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
在
留
期
間
等
が
終
了
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
運
転
免
許
証
自
体
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
状
態
が
生
じ
得
る
。 

 

１ 

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
前
記
五
の
目
的
を
果
た
せ
る
と
考
え
て
い
る
か
。 



 

４ 

 

 
２ 

在
留
外
国
人
に
対
し
、
住
所
変
更
の
届
出
を
促
す
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。 

七 
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
が
様
々
な
場
面
で
本
人
確
認
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
滞
在
予

定
期
間
が
終
了
し
た
者
が
、
「
そ
の
時
点
に
お
け
る
滞
在
先
と
は
異
な
る
住
所
」
が
券
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許
証

を
住
所
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
や
、
再
入
国
後
に
運
転
免
許
証
を
「
住
所
」
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
犯
罪
や
不
正
行
為
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

在
留
期
間
等
を
運
転
免
許
証
の
券
面
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
滞
在
予
定
期
間
が
終
了
し
た
後
や
本
邦
に
再
入
国
し
た
際

に
、
運
転
免
許
証
を
「
住
所
」
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。 

 
 

ま
た
、
本
件
答
弁
書
の
二
の
１
に
つ
い
て
で
は
、
「
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
（
中
略
）
都
道
府
県
警
察
が
、

当
事
者
の
運
転
免
許
証
に
よ
り
住
所
を
確
認
し
た
上
で
、
当
事
者
か
ら
の
聴
取
等
に
よ
り
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
滞
在
先
の

住
所
や
当
事
者
の
連
絡
先
等
の
把
握
に
努
め
て
い
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
警
察
も
、
運
転
免
許
証
の
住
所
を
第
一

に
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
住
所
の
証
明
と
し
て
有
効
な
期
間
を
明
ら
か
に
経
過
し
て
い
る
運
転
免
許
証
で
あ

る
か
ど
う
か
が
券
面
か
ら
判
別
で
き
れ
ば
、
現
場
の
警
察
官
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

以
上
を
踏
ま
え
、
運
転
免
許
証
に
在
留
期
間
を
表
示
し
た
上
で
、
券
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
や
在
留
期
間
が
変
更
と



 

５ 

 

な
っ
た
場
合
の
届
出
を
徹
底
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
、
具
体
的
な
理
由
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


